
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 

 平成２２年５月２９日（土）、東京・大手町において、

本学の同窓会を設立するための準備会が、１期生から４

期生の修了生有志の手によって開催されました。 

本学は開学６年余りの歴史の新しい大学院大学です。

同窓会も一からの手作りですが、本学は新しいセカンド

ステージに入ったといえます。準備会には、教授陣も駆

けつけ、同窓会発足に向けた動きを一緒に喜ぶととも

に、懐かしい修了生の面々と再会し懇親を深めました。 

大宮法科大学院大学の修了生のバックグランドは、年齢構成、職業

構成、出身学部等において実に多種多彩です。大宮法科大学院大学が

設立されていなければ、おそらく巡り会うことはなかったであろう仲

間たちです。一期一会といわれますが、この出会いは、ひとりひとり

の人生にとって貴重な財産であることは間違いありません。 

 準備会では、同窓会の趣旨・活動内容として以下の３点が提案され、

満場一致で賛同を得ました。 

１ 大宮法科大学院大学で同じ時間・同じ場を共有した体験を各々の

貴重な財産として将来の人生の礎にする契機とする。 

２ そのために、多種多彩な人材の近況を会報誌等によって情報交換

したり、定期的に集う機会を設けたりすることによって、情誼を

深め、各々の人生の励みとする。 

３ また、在学生、修了生にかかわらず、法曹に進む途上にある方々

に向けて、できうる限りのサポートを提供する。 

大宮法科大学院大学同窓会設立準備会の宴 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


